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法律上の注意事項
ビデオまたは音声監視は法律によ って禁
止されている場合があ り、 その内容は国
によ って異な り ます。 本製品を監視用途
でご利用になる前に、 ご利用いただ く 地
域の法律を確認し て く だ さい。
これらのネ ッ ト ワーク カ メ ラには H.264 デ
コーダー用のラ イセンスが 1 つ含まれて
います。 追加ラ イセンスのご購入につい
ては、 Axis 製品の販売店にお問い合わせ
く だ さい。

電波に関する適合性 (EMC)
本装置は、 次の該当規格に準拠するよ う
設計および試験されています。
指示にし たがって設置し、 意図された環
境で使用された場合の、 無線周波放出。
指示にし たがって設置し、 意図された環
境で使用された場合の、 電気および電磁
現象に対する耐性。
本装置がラジオまたはテレビ受信機に対
し て有害な妨害を招き、 本装置の電源の
入 / 切を行う こ とによ って本装置が原因
である と確認できた場合は、 次の 1 つま
たはそれ以上の措置にし たがって妨害を
是正し て く だ さい。 受信アンテナの方向
または位置を変更する。 本装置と受信機
の間隔を広げる。 本装置を、 受信機が接
続されている ものとは異なる コ ンセン ト
に接続する。 販売店または経験を積んだ
ラジオ / テレビ技術者に相談する。 EMC
基準に準拠するには、 本装置と一緒に
シールド付き (STP) ネ ッ ト ワークケーブル
を使用する必要があ り ます。 本製品の安
全規格の遵守の詳細については電波に関
する適合性 (EMC), 19 ページを参照し て く
だ さい。

装置の改造
本装置は、 必ず本書やユーザーズマニュ
アルの手順にし たがって設置および使用
し て く だ さい。 本装置には、 ユーザーが
交換や修理を行える部品は含まれていま
せん。 無許可で装置を変更し た り、 改造
し た り し た場合、 適用されている規制証
明や認可がすべて無効にな り ます。

責任
本書の制作には細心の注意を払っていま
すが、 不正確な記述や脱落、 乱丁または
落丁を見つけられた場合は、 最寄りの
Axis 事業所までご連絡 く だ さい。 また
Axis Communications AB は、 技術的な間違
いや誤字･脱字などに対し て責任を持たず、
予告な く 製品や文書の記載内容に対し て
変更、 修正を行う権利を保持し ます。 Axis 
Communications AB は、 本書に含まれる内
容について、 商用性および製品の特定用
途に対する適性についての黙示的な保証
を含め、 一切保証を行いません。 Axis 
Communications AB は、 この資料の提供、
パフ ォーマンス、 使用に関連し た付随的
または結果的な損害に対し て責務および
責任を負いません。

RoHS
本製品は、 欧州 RoHS 指令 
(2002/95/EC) および中国 RoHS
指令 (ACPEIP) に適合し ていま
す。

WEEE 指令
欧州連合では、 電気および電子装
置廃棄物についての指令 2002/
96/EC (WEEE 指令 ) を導入し ま し
た。 この指令は、 欧州連合加盟国
に適用されます。
本製品またはその資料の WEEE マーク ( 右
側を参照 ) は、 家庭のゴ ミ と一緒にこの製
品を捨ててはならないこ と を示し ていま
す。 人間の健康および / または環境への
害を防止するために、 本製品は承認を受
けた環境的に安全な リサイ クルプロセス
で処分する こ とが必要です。 本製品を正
し く 処分する方法について詳し く は、 製
品のサプ ラ イヤーまたはご使用地域での
ゴ ミ 処理を担当する地域当局にご連絡 く
だ さい。
業務ユーザーの方は、 本製品の正しい処
分方法について、 製品のサプ ラ イヤーま
でご連絡 く だ さい。 本製品は、 他の産業
廃棄物と混合し ないで く だ さい。 詳細に
ついては、 www.axis.com/techsup/ を参照
し て く だ さい。

サポー ト
技術サポー ト が必要な場合は、 Axis 製品
の販売店にお問い合わせ く だ さい。 Axis
販売店がお客様のご質問にすぐに回答で
きない場合は、 適切な部門に転送し、 早
急に回答いた し ます。 イ ン ターネ ッ ト を
ご利用の場合は、 次のこ とが行えます。

• ユーザーズマニュアルやフ ァームウ ェ ア
の更新をダウンロー ド する。

• FAQ データベースで問題の解決方法を見
つける。 データ ベースは、 製品別、 カテ
ゴ リ ー別、 または語句を使用し て検索で
きます。

• 専用サポー ト エ リ アにログイ ン し て、
Axis サポー ト に問題を報告する。



安全確保
製品を イ ンス ト ールする前に、 本イ ンス ト ールガイ ド をよ く お読み く だ
さい。 イ ンス ト ールガイ ドは今後参照するために保管し ておいて く だ さ
い。

警告！

• Axis 製品を輸送する場合には、 製品の損傷を防ぐために元の梱包ま

たは類似し た梱包を使用し て く だ さい。
• Axis 製品は、 乾燥し た換気のよい環境で保管し て く だ さい。

• 製品が損傷する可能性があるため、 振動、 衝撃または強い圧力が製

品にかからないよ う に し、 カ メ ラ を不安定なブ ラケ ッ ト 、 不安定ま
たは振動する場所や壁に取り付けないで く だ さい。

• Axis 製品を取り付ける際は、 手動工具のみを使用し て く だ さい。 電

動工具を使用し た り、 過剰な力をかける と製品が損傷する こ とがあ
り ます。

• 化学薬品、 腐食剤、 噴霧式ク リーナーは使用し ないで く だ さい。 清

掃する場合には湿った布を使用し て く だ さい。
• 製品の技術仕様に準拠し たア クセサリーのみを使用し て く だ さ い。

このよ う なア クセサリ ーは Axis またはサー ド パーテ ィ ーから購入で
きます。

• Axis が提供または推奨する交換部品のみを使用し て く だ さ い。

• 製品を自分で修理し ないで く だ さい。 修理に関し ては Axis または

Axis 販売店にお問い合わせ く だ さい。

重要！

• 本 Axis 製品は、 お使いになる国 ・ 地域の法律および規制に し たがっ

て使用し て く だ さい。

バッ テ リーの交換
本 Axis 製品は、 内部のリ アルタ イムク ロ ッ ク (RTC) 用電源と し て 3.0V 
CR2032 リ チウムバッ テ リーを使用し ています。 通常、 このバッ テ リー
は最低 5 年間使用できます。 バッ テ リーが低電力の状態と なる と、 RTC
の動作に影響し、 電源オンのたびに リ セ ッ ト されます。 バッ テ リーの交
換が必要にな った場合、 ログ メ ッ セージが表示されます。 バッ テ リー
は、 必要な場合以外には交換し ないで く だ さい。



バッ テ リーの交換が必要にな った と きは、 www.axis.com/techsup を参照
し て く だ さい。

• バッ テ リーは、 正し く 交換し ないと爆発する危険があ り ます。

• メ ーカーが推奨する同じバッ テ リーまたは同等のバッ テ リーのみと

交換し て く だ さ い。
• 使用済みバッ テ リーを廃棄する際は、 メ ーカーの指示に し たがって

処分し て く だ さ い。
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AXIS M1143-L/M1144-L ネ ッ ト ワーク カ メ
ラのイ ンス ト ールガイ ド

このイ ンス ト ールガイ ド では、 AXIS M1143-L/M1144-L ネ ッ ト

ワーク カ メ ラ をお使いのネ ッ ト ワークにイ ンス ト ールする手順

について説明し ています。 詳し く は、 www.axis.com/techsup か

ら入手し ていただけるユーザーズマニュアルを参照し て く だ さ

い。

イ ンス ト ール手順

1. 以下のリ ス ト で、 パッ ケージの内容を確認し て く だ さい。

2. ハー ド ウ ェ アの概要 ( 6 ページ )。

3. ハー ド ウ ェ アの設置 ( 8 ページ )。

4. IP ア ド レスの設定 ( 9 ページ )。

5. パスワー ドの設定 ( 12 ページ )。

6. ズームと ピン ト 合わせ ( 14 ページ )。

パッ ケージの内容

品目 名称 / 型

ネ ッ ト ワーク カ

メ ラ

AXIS M1143-L

AXIS M1144-L

カ メ ラス タ ン ド

ター ミ ナルブ

ロ ッ ク コネク

ター

I/O ター ミ ナルコネク ターに外付けデバイス

を接続するための 4 ピン コネク ターブロ ッ

ク

アクセサリー レバーツール

CD AXIS ネ ッ ト ワーク ビデオ製品 CD ( イ ンス

ト ールツール、 その他のソ フ ト ウ ェ アを含

む )

印刷物 AXIS M1143-L/M1144-L イ ンス ト ールガイ ド

保証書

重要！ 
本製品はお使いにな
る国の法律および規
制に し たがって使用
し て く だ さい。
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ハー ド ウ ェ アの概要

寸法 ( 高さ x 幅 x 奥行き )

AXIS M1143-L/AXIS M1144-L: 46 x 75 x 115 mm

ピン ト 調節ねじ

 ズーム調節ねじ

micro SD

カー ド スロ ッ ト

I/O コネク ター ネ ッ ト ワーク コネク ター 

コ ン ト ロール

カ メ ラス タ ン ド

ネ ッ ト ワーク、ステータ ス、電源 LED

ラ イ ト センサー

ボタ ン

(PoE)
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LED イ ンジケーター

 

LED 色 説明

ネ ッ ト

ワーク

緑色 100 Mbps ネ ッ ト ワークに接続されている

場合に連続点灯し ます。 ネ ッ ト ワークア

ク テ ィ ビテ ィ ーがある と点滅し ます。

オレン

ジ色

10 Mbps ネ ッ ト ワークに接続されている場

合に連続点灯し ます。 ネ ッ ト ワークアク

テ ィ ビテ ィ ーがある と点滅し ます。

消灯 ネ ッ ト ワークに接続されていません。

ステー

タ ス

緑色 正常動作時に、 緑色で連続点灯し ます。

注記 : [Setup ( 設定 )]> [System Options ( シ

ステムオプシ ョ ン )]> [LED] で、 通常動作

時にステータ ス LED が点灯し ないよ う に、

またはカ メ ラにアクセス し ている と きの

み点滅するよ う に設定できます。 詳細に

ついては、 オン ラ イ ンヘルプを参照し て

く だ さい。

オレン

ジ色

起動中、 工場出荷時へのリ セ ッ ト 、 ある

いは設定を リ ス ト ア し ている間に連続点

灯し ます。

赤色 ア ッ プグレー ド に失敗する と、 ゆっ く り

と点滅し ます。

電源 緑色 正常に動作し ています。

オレン

ジ色

フ ァームウ ェ アのア ッ プグレー ド を行っ

ている間、 緑とオレンジ色で交互に点滅

し ます。
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ハー ド ウ ェ アの設置

1. ス タ ン ド を回すよ う にし てカ メ ラに取り付けます。 壁面に取

り付ける場合は、 適切なねじ を 3 本使用し て、 最初にス タ ン

ド を壁に取り付けます。

2. カ メ ラのネ ッ ト ワーク コネク ター (PoE ク ラス 2 に対応 ) に

ケーブルを接続し ます。

3. イ ンジケーター LED が正しい状態を表示し ている こ と を確

認し て く だ さい。 上記の表を参照し て く だ さい。

注記 :   ラ イ ト センサーが隠れる と性能に影響し、 デイ / ナイ

ト 移行が正し く 行われない場合があるため、 隠れないよ う にご

注意 く だ さい。
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IP ア ド レスの設定
現在、 ほとんどのネ ッ ト ワークでは、 DHCP サーバーを使用し

て自動的に接続デバイスに IP ア ド レスを割り当てています。

ネ ッ ト ワークに DHCP サーバーが導入されていない場合は、

ネ ッ ト ワーク カ メ ラは、 192.168.0.90 をデフ ォル ト の IP ア ド レ

ス と し て使用し ます。

Windows 環境で IP ア ド レスを設定する際は、 AXIS IP Utility ま

たは AXIS Camera Management をご使用 く だ さい。 これらは無

償のアプ リ ケーシ ョ ンで、 製品に付属の AXIS ネ ッ ト ワーク ビ

デオ製品 CD に収録されています。 また、 www.axis.com/techsup

からダウンロー ド し てご利用いただけます。 設置する カ メ ラの

台数に応じ て、 目的に最も適し た手段をお選び く だ さい。

注記 : 
• IP ア ド レスの設定が行えない場合は、 フ ァ イアウォールによ ってこの

操作が妨げられていないかど う かを確認し て く だ さい。
• 他の OS を使用する場合など、AXIS M1143-L/M1144-L の IP ア ド レスの

その他の設定および検出方法については、16 ページを参照し て く だ
さ い。

使用できる手段 推奨される製品設置

環境

オペレーテ ィ ン

グシステム

AXIS IP 

Utility 

10 ページ参

照

1 台のカ メ ラ

小規模な設置

Windows

AXIS 

Camera 

Management

11 ページ

参照

複数台のカ メ ラ

大規模イ ンス ト ール

異なるサブネ ッ ト で

のイ ンス ト ール

Windows 2000

Windows XP Pro

Windows 2003 

Server

Windows Vista

Windows 7
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AXIS IP Utility を利用する (1 台のカ メ ラ / 小規模イ ンス
ト ール向き )

AXIS IP Utility は、

ネ ッ ト ワーク上の

Axis デバイスを自動

的に検出し て表示し

ます。 このアプ リ

ケーシ ョ ンを通じ

て、 手動で固定 IP ア ド レスを設定する こ と もできます。 AXIS 

IP Utility は、 AXIS ネ ッ ト ワーク ビデオ製品 CD に収録されてい

ます。 または、 www.axis.com/techsup からダウンロー ド し てご

利用いただけます。

AXIS M1143-L/M1144-L ネ ッ ト ワーク カ メ ラは、 AXIS IP Utility

が動作し ている コ ンピ ューターと同じ ネ ッ ト ワークセグ メ ン ト  

( 物理サブネ ッ ト ) にイ ンス ト ールし て く だ さい。

自動検出機能

1. AXIS M1143-L/M1144-L ネ ッ ト ワーク カ メ ラがネ ッ ト ワーク

に接続され、 電源が入っている こ と を確認し ます。

2. AXIS IP Utility を起動し ます。

3. AXIS M1143-L/M1144-L ネ ッ ト ワーク カ メ ラがウ ィ ン ド ウに

表示されたら、 ダブルク リ ッ ク し、 カ メ ラのホームページを

開きます。

4. パスワー ドの設定方法については、12 ページを参照し て く

だ さい。

IP ア ド レスの手動設定 ( オプシ ョ ン )

1. コ ンピ ューターの接続先と同じ ネ ッ ト ワークセグ メ ン ト で未

使用の IP ア ド レスを入手し ます。

2. リ ス ト で AXIS M1143-L/M1144-L を選択し ます。

3. [Assign new IP address to the selected device ( 選択し たデバイ

スに新しい IP ア ド レスを設定 )] ボタ ン  を ク リ ッ ク し

て、 IP ア ド レスを入力し ます。
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4. [Assign ( 設定 )] ボタ ンを ク リ ッ ク し、 画面の指示にし たが

います。 新しい IP ア ド レスを設定するには、 2 分以内にカ

メ ラ を再起動する必要があ り ます。

5. [Home Page ( ホームページ )] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 カ メ

ラの Web ページにア クセス し ます。

6. パスワー ドの設定方法については、12 ページを参照し て く

だ さい。

AXIS Camera Management ( 複数台のカ メ ラ / 大規模イ ン
ス ト ール向き )

AXIS Camera Management は複数の Axis デバイスを自動的に検

出し、 接続ステータ スの表示、 フ ァームウ ェ アのア ッ プグレー

ド、 IP ア ド レスの設定などを行う こ とができる ソ フ ト ウ ェ アで

す。

自動検出機能

1. カ メ ラがネ ッ ト ワークに接続され、 電源が入っている こ と を

確認し ます。

2. AXIS Camera Management を起動し ます。 カ メ ラがウ ィ ン ド

ウに表示されたら、 リ ン ク を右ク リ ッ ク し て、 [Live View 

Home Page ( ラ イ ブビ ューホームページ )] を選択し ます。

3. パスワー ドの設定方法については、12 ページを参照し て く

だ さい。
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1 台のデバイスの IP ア ド レスを設定する

1. 一覧から設定を行う ネ ッ ト ワーク カ メ ラ を選択し、 [Assign 

IP (IP を設定 )] ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2. [Assign the following IP address ( 次の IP ア ド レスを設定 )] を

選択し、 デバイスが使用する IP ア ド レス、 サブネ ッ ト マス

ク、 デフ ォル ト ルーターの値を入力し ます。

3. [OK] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

複数台のデバイスの IP ア ド レスを設定する

AXIS Camera Management を利用する と、 特定の範囲から IP ア

ド レスが提示されるため、 複数のデバイスに IP ア ド レスを割

り当てる作業を迅速化し ます。

1. 設定し たいデバイスを選択し ( 異なるモデルも選択可能 )、

[Assign IP (IP を設定 )] ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2. [Assign the following IP address range ( 次の IP ア ド レス範囲を

設定 )] を選択し、 IP ア ド レスの範囲、 デバイスが使用する

サブネ ッ ト マスク、 デフ ォル ト ルーターを入力し ます。

3. [OK] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

パスワー ドの設定
製品にア クセスするには、 デフ ォル ト の管理者ユーザー root (

ルー ト ) 用のパスワー ド を設定する必要があ り ます。 この設定

は、 AXIS M1143-L/M1144-L ネ ッ ト ワーク カ メ ラに初めてア ク

セス し た と きに表示される、 [Configure Root Password ( ルー ト

パスワー ドの設定 )] ダイアログで行います。

root パスワー ド設定時にネ ッ ト ワーク上で盗聴されるのを防ぐ

ため、 パスワー ドの設定は暗号化された HTTPS 接続を使用し

て行う こ とができますが、 この場合には HTTPS 証明書が必要

です ( 下記の注意を参照）。

標準 HTTP 接続でパスワー ド を設定するには、 以下の最初のダ

イアログに直接入力し て く だ さい。
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HTTPS 暗号化接続を使用し てパスワー ド を設定するには、 次の

手順にし たがって く だ さい。

1. [Create self-signed certificate ( 自己署名証明書を作成 )] ボタ

ンを ク リ ッ ク し ます。

2. 必要な情報を入力し て [OK] を ク リ ッ ク し ます。 証明書が作

成され、 安全な状態でパスワー ド を設定できるよ う にな り ま

し た。 この時点から AXIS M1143-L/M1144-L との間で送受信

されるすべてのデータ ト ラ フ ィ ッ クが暗号化されます。

3. パスワー ド を入力し、 スペル ミ スがないかを確認するために

再入力し ます。 [OK] を ク リ ッ ク し ます。 これでパスワー ド

の設定が完了し ま し た。

4. ログイ ンするには、 要求にし たがってダイアログにユーザー

名 ”root” を入力し ます。

注記 : デフ ォル ト の管理者ユーザー名である "root" は削除で

きません。

5. 上記の手順で設定し たパスワー ド を入力し、 [OK] を ク リ ッ

ク し ます。

暗号化されて
いない接続を経由し て直接パス
ワー ド を設定するには、 こ こ で
パスワー ド を入力し ます。

このボタ ンを ク リ ッ ク し て
HTTPS 接続を作成し ます。
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必要に応じ て、 [Yes ( はい )] を ク リ ッ ク し、 AMC (AXIS Media 

Control) を イ ンス ト ールする と、 Internet Explorer でビデオス

ト リ ームを再生でき ます。 イ ンス ト ールするには、 コ ン

ピ ュー タ ーの管理者権限が必要です。 必要に応じ て リ ン ク を

ク リ ッ ク し、 足り ないデコーダーを イ ンス ト ールし て く だ さ

い。 AXIS M1143-L/M1144-L ネ ッ ト ワーク カ メ ラの [Live View 

( ラ イブビ ュー )] ページが表示されます。 右の [Setup ( 設定 )] 

リ ン クには、 カ メ ラ を カ ス タ マ イズでき る メ ニ ューオプシ ョ

ンがあ り ます。

ズームと ピン ト 合わせ
AXIS M1143-L/M1144-L のピン ト の合わせ方 :

1. カ メ ラの GUI の [Focus Adjustment ( フ ォーカス調節 )] ペー

ジ ([Setup ( 設定 )] > [Basic Setup ( 基本設定 )] > [Focus (

フ ォーカス )]) で DC アイ リ スを [Disabled ( 無効 )] にし、

[Save ( 保存 )] を ク リ ッ ク し ます。

2. カ メ ラのふたを開けます。 1 ～ 4 の範囲でズーム調節ねじ を

使用し てズームを調節し ます (1 >= ワイ ド端、 4 >= テレ端 )。

3. 必要に応じ て、 ピン ト 調節ねじ でピン ト を調節し ます。

注記 :  レバーツールを使用し てズーム調節ねじ と ピン ト 調節ね

じの調節、 締め付けを行えます。

4. カ メ ラの GUI の [Focus Adjustment ( フ ォーカス調節 )] ペー

ジで、 DC アイ リ スを [Enabled ( 有効 )] にし、 [Save ( 保存 )] 

を ク リ ッ ク し ます。

5. カ メ ラの GUI で [Angle of Illumination ( 照明角度 )] スラ イダー

を調節し ます。 以下の注記を参照し て く だ さい。
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注記 : 

• カ メ ラのピン ト を合わせる と きには、 DC アイ リ スを必ず無効に し て
く だ さい。 このこ と で絞りが全開放にな り、 被写界深度が最も浅 く
な り、 ピン ト 合わせに最適な状態を得る こ とができます。 この方法
でピン ト を合わせる と、 すべての照明条件でピン ト 合わせが維持さ
れます。

• デフ ォル ト のズーム設定は 1 です。ズームを別の値に調節し た場合は、
カ メ ラの GUI で [IR Light (IR ラ イ ト )] ウ ィ ン ド ウ ([Camera Settings (
カ メ ラの設定 )] > [IR Light Settings (IR ラ イ ト の設定 )] > [Edit ( 編集 )]) 
の [Angle of Illumination ( 照明角度 )] のスラ イダーを同じ値に移動し、
最適な IR 照明を得るよ う にし て く だ さい。

ピン ト 調節ねじ

ズーム調節ねじ
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IP ア ド レスのその他の設定方法

対応オペ

レーテ ィ

ングシス

テム

注記

AVHS サー

ビス接続

すべて カ メ ラ を AVHS サービスに接続す

るには、 サービスプロバイダーの

イ ンス ト ールガイ ド を参照し て く

だ さい。 最寄りの AVHS サービス

プロバイダーについての情報や検

索方法については、 www.axis.com

を参照し て く だ さい。

UPnP ™ Windows

(ME または

XP)

コ ンピ ューターで有効になってい

る場合は、 カ メ ラが自動的に検出

され、 [My Network Places ( マイ 

ネ ッ ト ワーク )] に追加されます。

Bonjour Mac OS X

(10.4 以降 )

Bonjour に対応し たブ ラウザーで使

用できます。 ブ ラウザー (Safari な

ど ) の Bonjour ブ ッ クマークに移動

し、 リ ン ク を ク リ ッ ク し てカ メ ラ

の Web ページにア クセス し ます。

AXIS 

Dynamic 

DNS Service

すべて Axis が無償で提供するサービスで、

カ メ ラ をすばや く 簡単にイ ンス

ト ールできます。 サービスの利用

には、 HTTP プロキシーを使用し

ないイ ン ターネ ッ ト 接続が必要で

す。 詳細については、

www.axiscam.net を参照し て く だ さ

い。
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工場出荷時設定へのリ セ ッ ト
すべてのパラ メ ータおよび IP ア ド レスを リ セ ッ ト し、 工場出

荷時の設定に戻すには、 次の手順にし たがいます。

1. ネ ッ ト ワーク カ メ ラの電源を切り ます。

2. コ ン ト ロールボタ ンを押し ながらネ ッ ト ワーク カ メ ラの電源

を入れます。

3. ステータ スイ ンジケーターがオレンジ色で点滅するまでコ ン

ト ロールボタ ンを押し続けます ( 約 25 秒かかり ます )。 コ ン

ト ロール ボタ ンを離し ます。

4.  ステータ スイ ンジケーターが緑色で点灯し ます （1 分程かか

る場合があ り ます）。 カ メ ラは、 工場出荷時のデフ ォル ト 設

定に リ セ ッ ト されま し た。

5. IP ア ド レスを再設定し ます。

ARP/Ping すべて ユーザーズマニュアルを参照し て

く だ さい。 コマン ドの発行は、 カ

メ ラに電源を接続し てから 2 分以

内に行う必要があ り ます。

DHCP すべて ネ ッ ト ワークの DHCP サーバーの

管理者ページを表示する方法につ

いては、 サーバーのマニュアルを

参照し て く だ さい。
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イ ン ターネ ッ ト を経由し てネ ッ ト ワーク カ メ ラにアクセ
スする

イ ンス ト ールが完了する と、 お使いのローカルネ ッ ト ワーク 

(LAN) でネ ッ ト ワーク カ メ ラにアクセスできるよ う にな り ます。

イ ン ターネ ッ ト を経由し てカ メ ラにアクセスする場合は、 受信

ト ラ フ ィ ッ ク を受け入れるよ う ネ ッ ト ワークルーターを設定す

る必要があ り ます ( 通常、 特定のポー ト で行います )。

• 閲覧と設定を行う場合は、 HTTP ポー ト  ( デフ ォル ト ポー ト : 

80)

• H.264 ビデオス ト リームを閲覧する場合は、 RTSP ポー ト  ( デ

フ ォル ト ポー ト : 554)

詳細については、 お使いのルーターのマニュアルを参照し て く

だ さい。 この他の ト ピ ッ クについての詳細は、 Axis のサポー ト

サイ ト  (www.axis.com/techsup) を参照し て く だ さい。

関連情報

ユーザーズマニュアルは、 Axis の Web サイ ト www.axis.com か

ら入手できます。

www.axis.com/techsup にア クセス し て、 AXIS M1143-L/M1144-L

のフ ァームウ ェ アのア ッ プデー ト 版がリ リ ース されているかど

うか確認し て く だ さい。 現在イ ンス ト ールされている フ ァーム

ウ ェ アのバージ ョ ンを確認するには、 カ メ ラの Web ページにあ

る [Setup ( 設定 )] > [About ( バージ ョ ン情報 )] を参照し て く だ

さい。
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電波に関する適合性 (EMC)
米国 - 本装置は FCC 基準のパー ト 15B に基づき、 ク ラス B コ ン
ピ ューターデバイスの規定範囲に準拠し ているかど うかの審査を受
け、 認証済みです。 FCC 基準のパー ト 15B は、 装置を商業環境内
で作動させた場合、 干渉などから適度な保護を提供するよ う に設計
されています。 居住地区での本装置の動作は干渉を引き起こす可能
性が高 く な り ます。 その場合、 ユーザーは干渉をな く す措置を自費
で行わなければな り ません。

カナダ - このク ラス B デジ タル装置は、 カナダの ICES-003 に準拠
し ています。
欧州 -  このデジ タル装置は、 EN55022 の規定範囲 B に準拠し た放
射妨害波に関する要件、 また居住地および商業地域での EN55024 の規定
範囲に準拠し た耐性に関する要件を満た し ています。

日本 - この装置は、 情報処理装置等電波障害自主規制協議会 (VCCI) 
の基準に基づ く ク ラス B 情報装置です。 この装置を家庭環境でラジ
オやテレビ受信機に近接し て使用する と、 無線妨害を引き起こすこ
とがあ り ます。 取扱説明書にし たがって正し く 設置し、 使用し て く
だ さい。

オース ト ラ リ ア - この電子装置は、 無線通信 （電磁環境適合性） 標
準 AS/NZS CISPR22 の要件を満た し ています。
 

Korea - 
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